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せて支援は出来ているか」の質問には，半数が「は
い」と回答している．今後は，の視点で情報がコー
ディネータ−に集まるようなシステム作りや看護の
方向性を確認し合う時間を作る等の工夫をしていく
事が，課題と言える.
Ⅴ．おわりに
今回，新看護提供方式を導入するにあたり，新病
棟への移転という慣れない環境の中，最初は混乱も
みられたが，現在ではパートナーと協働する事に慣
れてきている様な印象を受けている．アンケート結
果からもわかるように，PNS導入により看護師がお
互いに刺激を受け，患者の状態を捉えた看護に繋げ
られていると感じており，少しずつ効果が現れてき
ているものと考える．今回，明確になった問題点や
課題を改善し，スタッフ全体が満足できる看護体制
の構築を検討していきたいと考える.
